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ロシア・ウクライナ戦争と日本の安全保障ロシア・ウクライナ戦争と日本の安全保障
　令和４年の当初予算を決める２月福島県議会定例会は２月１４日に開会しまし
た。開会日から１０日後の２月２４日にロシア軍によるウクライナへの侵略戦争が
始まり、現在もロシアとウクライナの激しい戦闘が続いています。
　古代ローマ帝国の軍事学者ウェゲティウスの言葉に「汝平和を欲さば戦への
備えをせよ」という格言があります。現下のウクライナに対するロシアの侵略戦
争は、我々にとっても対岸の火事ではありません。
　ロシアは我が国の隣国であり、北方領土問題は未解決です。さらに台湾、尖閣
諸島における中国の軍事的脅威、北朝鮮による弾道ミサイルが日本の排他的経
済水域（EEZ）に落下した挑発的行動など、日本国民の生命を脅かす「脅威」は目
の前に迫っています。
　これらの脅威に対して、日本政府は防衛力のさらなる整備、自由で開かれたイ
ンド太平洋構想（FOIP）、日米豪印による戦略対話（QUAD）、日米安保を核とし
た集団安全保障体制の推進を進めてきました。さらに今年は国家安全保障戦
略、防衛大綱、中期防衛力整備計画という「防衛３文書」の改訂が行われます。私
は地方議員も国会議員同様に外交・防衛に知識や関心を持つべきと主張して参
りました。今回のロシア・ウクライナ戦争で明らかになったのは、ウクライナ国民
の国家を守る意志であり、ゼレンスキー大統領とウクライナ軍だけではなく、地
方の首長や議員もウクライナ防衛の意志を国際社会に示したことです。我が国
が進める政策は様々ありますが、特に国家と国民の意志を国際社会に示すた
め、今こそ憲法改正・自主憲法制定を実現するべきではないでしょうか。
　一方、今回の県議会定例会では「憲法９条をいかした平和外交について」と題
して知事に質問をした議員がいました。日本の平和は、自衛隊という防衛力と日
米安全保障による同盟によって成り立つものであり、憲法の平和主義を掲げて
も他国の侵略から国民の生命を守ることはできないことを直視すべきです。
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福島県沖地震への対応
　３月16日の地震により尊い命が失われるなど甚大な被害
がもたらされました。
　お亡くなりになられた方々に心からご冥福をお祈り申し上
げますとともに、被害にあわれたすべての皆様に謹んでお見
舞い申し上げます。
　自民党議員会は全議員が被害情報の確認と情報収集に
努め、３月20日に内堀知事に対して災害応急対策などの緊
急要望を行いました。また内堀雅雄知事は21日、県庁で自
民党の根本匠中小企業・小規模事業者政策調査会長と会談
し、政府・与党に対して「中小企業グループ補助金」の適用な
どを含めた財政支援を要請しています。
　現在、福島県は一部損壊世帯で修理費が20万円を超える
場合に10万円を支給する独自支援を実施しています。また
岸田首相は被災した事業者を支援するため「グループ補助
金の適用」を指示したと３月28日の参議院決算委員会で、自
民党の宮本周司参議院議員の質問に対して答弁しました。
　今後も国や県、市町村と緊密に連携を図りながら全力で
取り組んでまいります。

越久区での報告会堀込区での報告会

県政報告会を実施しました県政報告会を実施しました

●県民健康調査について
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福島県議会 検索
一般質問については福島県議会のウェブサイトまたは福島県議会のYouTubeから動画を見ることができます。

一般質問の結果をご報告します一般質問の結果をご報告します

県民健康調査における甲状腺検査の今後の在り方について
知事の考えは。

甲状腺検査により見つかった甲状腺がんと放射線被ばく
との関連性については、検討委員会で現時点において放
射線被ばくの関連は認められないとする見解が示され
た。県としては評価及びその在り方に関する今後の検討
委員会での議論を踏まえて対応していく。

●経済安全保障について

渡
辺

県
警
本
部
長

県警察における経済安全保障の取組について。

県内の企業や研究機関の技術が狙われる喫緊の課題と
認識している。そこで、自治体や商工会と構築した技
術情報流出防止のネットワーク経由で、企業等へ定期
的に情報提供を行うとともに、経営者等へ注意喚起の
講演等を行うアウトリーチ活動を開始している。今後
は県警察に設置したプロジェクトチームを活用し、情
報収集・分析や取り締まりを推進していく。

●高校統合後の空き校舎の利活用について
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県立高等学校改革に伴う空き校舎等の利活用にどのよう
に取り組んでいくのか。

空き校舎等の利活用については、県と市町村との間で
意思疎通にそごが生じないよう留意しながら、意見交
換を重ね、地元の意向を踏まえて、県において利活用
の方針を判断し、工程表を作成していきたい。

●医療人材の確保について
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災害時や感染症の拡大期における看護職員の確保
にどのように取り組むのか。

新年度においては新たに、災害時等に再就業を希望する
看護職員の登録制度を設けるほか、医療機関が退職した
看護職員と定期的に開催する交流会への補助を行う。

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/gikai/福島県議会のウェブサイト
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　３月26日堀込区、４月３日越久区において県政報告会を実施しました。堀込区ではALPS処

理水の課題、長沼高校の統合後の跡地利用、越久区では県道の拡幅、福島県の農業政策につ

いて報告、参加者と意見交換を行いました。
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